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一般会計総額が一般会計総額が

225225億億8,7068,706万円に万円に

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会

は
12
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、

12
月
18
日
ま
で
の
16
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
報

告
１
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、

条
例
の一部
改
正
７
件
、
条
例

の
廃
止
１
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
３
件
、一部
事
務
組
合

規
約
の
変
更
１
件
、
補
正
予

算
５
件
、
追
加
で
提
案
さ
れ

た
報
告
１
件
、
補
正
予
算
１

件
、
契
約
の
締
結
１
件
、
発

議
３
件
の
合
わ
せ
て
25
件
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
を
行

い
12
月
18
日
に
全
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳

入
の
主
な
も
の
は
、
９
月

議
会
に
お
い
て
令
和
５
年

度
決
算
が
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
前
年
度
繰
越
金

５
億
９
３
３
５
万
円
、
前
年

度
事
業
実
績
に
伴
う
精
算
金

そ
の
ほ
か
歳
出
事
業
の
補
正

に
伴
う
国
庫
支
出
金
等
が
計

上
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
は
１
億
80
万
円

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
新

庁
舎
整
備
関
連
事
業
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
整

備
に
伴
う
什
器
購
入
費
用

に
７
１
２
万
円
、「
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
で
整
備

す
る
ハ
ウ
ス
の
整
備
事
業
に

お
け
る
一
部
補
助
と
し
て

１
５
０
０
万
円
、
指
定
農
道

（
五
町
田
・
中
村
線
）
に
お

い
て
、
車
両
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
水
位
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
及
び
電
光

表
示
板
を
設
置
す
る
費
用
に

７
８
０
万
円
、
物
価
高
騰
及

び
工
事
工
法
の
変
更
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
嬉
野

小
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

改
修
事
業
に
３
３
７
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

今
回
の
補
正
で
は
、
令
和

７
年
度
ま
で
継
続
費
を
設
定

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
嬉

野
小
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

改
修
事
業
の
継
続
費
総
額
の

補
正
、
現
年
災
害
復
旧
事
業

の
明
許
繰
越
補
正
、
令
和
７

年
度
以
降
の
支
出
に
係
る
債

務
負
担
行
為
、
及
び
事
業
費

の
補
正
に
伴
う
地
方
債
の
補

正
も
併
せ
て
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
木
場
地
区

で
行
っ
て
い
る
「
地
す
べ
り

調
査
観
測
測
量
設
計
業
務
」

に
つ
い
て
観
測
期
間
の
追
加

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
そ

れ
に
伴
う
所
要
額
と
財
源
の

補
正
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
５
５
０
万
円
が
追
加

さ
れ
、
一
般
会
計
の
総
額
が

２
２
５
億
８
７
０
６
万
円
と

な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案
と
し
て

は
、
嬉
野
市
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
、
ま
た

嬉
野
市
う
れ
し
の
茶
交
流

館
（
チ
ャ
オ
シ
ル
）
や
嬉
野

市
営
キ
ャ
ン
プ
場
（
広
川
原

キ
ャ
ン
プ
場
）
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
議
案
等
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
は
、
可
決
し

た
予
算
の
確
実
な
執
行
及
び

指
定
管
理
者
と
な
っ
た
施
設

の
管
理
・
運
営
状
況
等
に
も

注
視
し
て
い
く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

会計名 補正額 補正後の総額

一般会計 ７億1,741万円 225億8,156万円

一般会計
（12/10 追加補正） 550万円 225億8,706万円

特
別
会
計

国民健康保険 1億8,841万円 38億3,929万円

後期高齢者医療 161万円 4億6,629万円

駅周辺土地区画 12万円 9,247万円

企
業
会
計

下
水
道
事
業

収益的収入 196万円 8億1,941万円

収益的支出 △6万円 8億1,088万円

資本的収入 1,525万円 4億2,915万円

資本的支出 1,500万円 5億7,778万円

第
４
回
定
例
会　
一
般
会
計
補
正
予
算
は

  

７
億
２
２
９
１
万
円

７
億
２
２
９
１
万
円  
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嬉野市下水道使用料の改定に伴う関係条例の整備に関する条例について
　下水道条例等の一部を改正する条例が可決されました。下水道料金を約30%値上げする方針で、同じ料金
体系をとる市農業集落排水、市営浄化槽の使用料も令和７年５月から値上げとなります。

問  料金改定の理由は
答   これまでは、使用料金が他市町より

低い水準にあり、下水道事業会計に
おいては、約１億２千万円の不足が
生じていた。約30％の値上げによ
り不足分を約６千万円に抑えること
ができる。

条 例 の な か み

改  正  後
基本使用料 1,000円

10㎥以下 100円
（1㎥につき）

10㎥を超え
20㎥以下

140円
（1㎥につき）

20㎥を超え
40㎥以下

190円
（1㎥につき）

40㎥を
超える部分

230円
（1㎥につき）

現  行
基本使用料
10㎥まで 1,200円

10㎥を超える部分
超過使用料

（1㎥につき）150円

指定管理者の指定について（嬉野市営キャンプ場〈広川原キャンプ場〉）
　嬉野市においては長年、市直営でキャンプ場の運営がおこなわれてきました。
　昨今、全国的にアウトドアやサウナブームによる様々な形でのキャンプ利用が増えてきており、キャンプ
場の形態も変わりつつあります。
　そこで今回キャンプ場の更なる利活用及び地域観光業との連携を図るため、令和６年８月に指定管理者募
集が開始され、今議会において指定管理者が決定されました。民間のノウハウを活用した施設の効果的・効
率的な管理運営により、運営経費の削減や住民サービスの向上を図れるよう議会としても期待しています。

問  指定管理者は。
答   嬉野温泉アウトドア共同企業体である。

問  事業計画は。
答    誘客活動並びに営業活動の強化、旅館組合との連

携、ネット予約システムの導入、環境整備・ゴミ
回収サービス（自主事業）の導入などである。

問  指定管理の期間は。
答   令和７年４月１日から令和10年３月31日まで。

議 案 の な か み
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議　　案　　の　　な　　か　　み

庁舎整備関連事業（パイロットオフィス用什じゅう器き ） 712万円
　新庁舎でのオフィス改革を見据え、現塩田庁舎内にパイロットオフィスを設置し、今後の働き方やオフィ
ス環境の検証が行われます。
　パイロットオフィスとは、組織全体にオフィス改革を展開する前に、特定の部門や課単位で試験的に新し
い働き方を導入する取組みです。
　取組内容としては、職員の座席を固定席からフリーアドレス（自由席）に変更し、業務効率化や職員同士
の連携強化、ペーパーレス化等の効果検証が行われます。

問  予算の詳細は。
答   什器（机や椅子など）の備品購入費である。購入したものは 

引き続き利用していく予定。

問  どの範囲で実施するか。
答    企画政策課で実施し、メリットや課題などを新庁舎整備前に把握していく。

指定農道維持管理事業 780万円
　指定農道五町田中村線は、嬉野鹿島間をつなぐ重要な路線ですが、豪雨によりたびたび浸水しています。
　これまでは職員が「浸水注意」「通行止め」の看板を昼夜問わず設置に行く必要がありましたが、安全面
や時間面などの負担が大きく、また夜間は看板が見えづらく、暴風時には看板を設置できない状態でした。
　以上のことから、ドライバー・車両の安全安心を確保するため、水位計と電光表示板を活用して通行規制
をする予算が計上され可決しました。

問   どのような仕組みになるのか。
答   浸水地に水位計を設置して、感知し

た現場の水位状況がメールで管理者
へ送信され、その水位状況により電
光表示板を遠隔操作で切り替えドラ
イバー等へ情報提供する。

問   電光表示板はどこに設置するか。
答    三ケ崎の信号機付近と考える。

4Vol.76

補
正
予
算

条
例
の
な
か
み

議
案
の
な
か
み

陳
情
・
請
願

討
　
論

一
般
質
問

委
員
会
活
動

提
言
・
日
程

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
の
な
か
み



う れ し の 市議会だより

議　　案　　の　　な　　か　　み

新庁舎建設工事請負契約� 39億2,700万円
　嬉野市新庁舎建設工事請負契約は条件付き一般競争入札により、松尾建設株式会社佐賀支店と黒木建設株
式会社嬉野支店で構成されている「松尾・黒木特定建設共同企業体」との間で契約が締結されました。契約
金額は39億2,700万円となっています。
　契約締結には議会の議決が必要で12月18日に可決しました。

問  入札状況はどうだったのか。
答   入札には、2者が応札し、１者が辞退された。

問  新庁舎建設の今後の予定は。
答    嬉野第２庁舎跡地に令和７年１月着工、令和８年６月竣工、

同年10月から供用開始予定となっている。その後、旧庁舎が解体され、令和10年３月中に全体工事が完
了する予定となっている。

嬉
野
市
・
鹿
島
市
・
武
雄
市
の
３
市
連
携
に
よ

る
映
画
鑑
賞
環
境
整
備
の
陳
情

嬉
野
市
塩
田
町

　
　
　

杉
谷　
雅
博 

氏

 

令
和
７
年
度
理
科
教
育
設
備
整
備
費
等
補
助
金

予
算
計
上
に
つ
い
て
の
お
願
い

東
京
都
千
代
田
区　

公
益
社
団
法
人　
日
本
理
科
教
育
振
興
協
会

会
長　

大
久
保　
昇 

氏

 

学
校
教
材
備
品
の
計
画
的
な
整
備
推
進
に
つ
い

て
の
お
願
い

東
京
都
港
区　

一
般
社
団
法
人　
日
本
教
材
備
品
協
会

会
長　

大
久
保　
昇 

氏

 
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
取
引
、
非
人
道
性
が

疑
わ
れ
る
国
へ
の
渡
航
移
植
等
を
防
止
す
る
た

め
の
法
整
備
等
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

東
京
都
新
宿
区　

一
般
社
団
法
人　

中
国
に
お
け
る
臓
器
移
植
を
考
え
る
会

代
表　

丸
山　
治
章 
氏

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の
実
態
調
査

を
求
め
る
陳
情
書

佐
賀
県
上
峰
町　

庁
舎
内
の
政
党
機
関
紙
勧
誘
の
自
粛
を
求
め
る

佐
賀
県
民
の
会

代
表　

岡　
　
孝
二 

氏

 

新
幹
線
通
学
定
期
券
購
入
補
助
に
関
す
る
陳
情
書

嬉
野
市
嬉
野
町

　
　
　

石
橋　
遼
麿 

氏 

外
３
名

 

次
年
度
看
護
学
校
運
営
費
市
町
補
助
金
要
望
に

つ
い
て

鹿
島
市

鹿
島
藤
津
地
区
医
師
会
立
看
護
高
等
専
修
学
校

校
長　

伊
山　
明
宏 

氏

陳
　
　
情

五
町
田
地
区
（
大
黒
町
・
前
牟
田
）
害
獣

対
策
に
関
す
る
請
願

嬉
野
市
塩
田
町

五
町
田
区
大
区
長
（
兼
第
四
区
長
）

　
　
　

小
笠
原　
傅
次 

氏 

外
４
名

審
査
結
果

　
紹
介
議
員
及
び
担
当
課
へ
事
情
聴
取
を

行
い
、願
意
妥
当
と
認
め
趣
旨
採
択
と
し
た
。

請
　
　
願
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動 議

芦塚 典子 議員

　異例の追加答弁があり、十分な審査を行うための時間が必要であ
る。4,200万円の指定管理料は、他の指定管理施設や公共施設全体
の整合性を取るべきである。３年間の指定だが、決算時において高
額な予算が、大幅に変わることはまずない。
　今後安定的に運営され継続的に専門性を発揮できる施設にするた
めには事業計画を詳細緻密に審議する必要がある。他の施設との関
連性などの情報を得て、さらに議会での継続審議が必要である。

賛
成

山口 卓也 議員

　予算については当初予算で審議すべきであるが、今回の指定管理の指
定にあたっては上限4,200万円と提示されており、議員として予算見込
みに対してしっかりと審査を尽くしていきたい。賛成を押して後悔し
ないのか、私自身まだ判断がつきかねている。皆が納得した上で進めて
いきたいので、賛成反対の討論をする前段階として議案質疑をもう一
度、１日追加することが議会の場だと思うので、継続審査に賛成とする。

賛
成

田中 政司 議員

　令和６年８月に選考委員会が立ち上がり、その後、市のガイドラインに
沿って公募等が行われ選考委員会の協議の結果、事業者が決定している。
運営に予定される金額については、決定した事業者と今後協議がなされ、令
和７年度の当初予算の段階で計上されるものと理解する。
　この段階で、継続審査及び特別委員会の設置を発議されるのは、選考委員会の
決定に疑義を唱えるものであり、発議の理由が筋違いと考え発議に対し反対する。

反
対

森田 明彦 議員

　チャオシルの指定管理者選定にあたり、市では応募４事業者の中で適
切・公正な審査をもって当該事業者を選ばれている。
　また、納入事業者数社に伺ったが、売り上げが確実に伸びていてお客さ
んが増えていると実感されている。また、スタッフの対応も良く、代表者
の指導力も評価されている。今回、公正な審査で選ばれた業者に対し、継
続審査を求めることは約束不履行と言える。よって反対の意見とする。

反
対

提案理由　この案件は市民が非常に高い関心を示している案件であり、十分な審査を行うためには時間が
必要である。市民が納得する議論を尽くすことが議員の責務と考えるため議員全員による新たな特別委員
会を設置後、閉会中において付託し継続審査としたい。

� 提出者　増田 朝子 議員　　賛成者　芦塚 典子 議員

「議案第76号指定管理者の指定について（チャオ
シル）」に対する継続審査及び継続審査を付託する
新たな特別委員会設置についての動議

否決討論 賛成６ 反対９
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議案第76号 指定管理者の指定について（チャオシル）

増田 朝子 議員

　指定管理料上限4,200万円の設定額が高額で、提出された収支計画書、人件
費８人分（給料、賞与、社会保険料等）3,181万２千円では市民が納得しない。
　指定管理制度運用ガイドラインにおいては、住民サービスの向上と経費の削減
を図ることを目的としているが、今回の指定管理料は、ガイドラインに沿ってい
ない。他の指定管理事業者と比べ、公平性がなくガイドラインとの整合性がない。
　よって、反対する。

反
対

諸上 栄大 議員

　今までチャオシルについては議員の中からも指定管理の方向性を提案され
てきた。特に、令和５年第３回定例会の決算審査報告においての指摘事項では、
民間のノウハウを活用し更に充実するよう努めるべきと指摘されている。
　議案は指定管理選定委員会で決定された事の承認であり、その内容は、指定
管理ガイドラインに沿った対応をされている。今が指定管理への運用に変更
すべき時であると考え、この議案に賛成する。

賛
成

令和６年第４回　定例会議案賛否表（主なもの） ○は賛成　　●は反対　議長は採決に加わりません

議案番号 議　　案　　名

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
結　
　

 

果

表  

決  

数

水
山　
洋
輔

大
串　
友
則

古
川　
英
子

阿
部　
愛
子

山
口　
卓
也

諸
上　
栄
大

諸
井　
義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑　
良
平

川
内　
聖
二

増
田　
朝
子

森
田　
明
彦

芦
塚　
典
子

田
中　
政
司

梶
原　
睦
也

議案第66号 嬉野市下水道使用料の改定に伴う関係
条例の整備に関する条例について

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号 嬉野市廃棄物の処理及び清掃並びに浄化槽に
関する条例の一部を改正する条例について

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第74号 嬉野市出張所設置条例を廃止する条例
について

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第75号 指定管理者の指定について
（※嬉野市コミュニティセンター）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第11号 「議案第76号　指定管理者の指定」に対する継続審査及
び継続審査を付託する新たな特別委員会の設置について

否
決 6：9 〇 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● ●

議案第76号 指定管理者の指定について
（※嬉野市うれしの茶交流館）

可
決 9：6 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

議案第77号 指定管理者の指定について
（※嬉野市営キャンプ場〈広川原キャンプ場〉）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第79号 令和6年度　嬉野市一般会計補正予算
（第5号）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号 令和6年度　嬉野市国民健康保険特別会
計補正予算（第1号）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第81号 令和6年度　嬉野市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第1号）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第82号 令和6年度　嬉野市嬉野都市計画事業嬉野温泉駅周
辺土地区画整理事業費特別会計補正予算（第1号）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第83号 令和6年度　嬉野市下水道事業会計補正
予算（第3号）

可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第85号 建設工事請負契約の締結について 可
決15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　指定管理料4,200万円は、他の指定管理者と比較して高額である。提出され
た事業計画では、集客増の予算が少なく、毎年同額の予算であり、効果的な運営
が望めない。指定管理の利便性はコストカットであるが、今回の場合コストアッ
プであり、コスト効果が得られない。集客の推進やコストダウン、情報発信など
指定管理が生かされる運営方法を計画すべきであり、市民に親しまれる施設で
納得される予算を計上すべきであり、よって反対する。

反
対

芦塚 典子 議員

可決討論 賛成９ 反対６
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森
田  

国
道
34
号
一
位
原
交

差
点
に
お
い
て
、
嬉
野
方
面

か
ら
塩
田
・
鹿
島
方
面
へ
向

か
う
車
の
混
雑
緩
和
策
に
つ

い
て
国
道
事
務
所
へ
の
要
望

お
よ
び
働
き
か
け
は
な
さ
れ

て
い
る
か
。

 

市
長  

日
常
的
に
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
と
し
て
一
位
原
の
混

雑
解
消
も
最
重
要
事
項
と
位

置
付
け
、
国
等
へ
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
避
難
所
の
環
境
改

善
に
つ
い
て

 

森
田  

政
府
は
２
０
２
５
年

度
当
初
予
算
に
お
い
て
防
災

備
蓄
品
の
導
入
費
用
を
補
助

す
る
方
針
を
固
め
ら
れ
た
。

国
の
方
針
を
受
け
て
嬉
野
市

に
お
い
て
も
検
討
、
準
備
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

避
難
生

活
に
起
因
す
る
災
害
関
連
死

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
避

難
所
の
環
境
改
善
に
向
け
た

体
制
を
整
え
る
た
め
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
資
材

の
必
要
性
、
優
先
度
、
財
政

負
担
等
を
考
慮
し
て
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

 

森
田  

本
年
12
月
２
日
か
ら

従
来
の
健
康
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の

受
診
が
基
本
と
な
っ
た
。
資

格
確
認
書
の
交
付
を
含
め
、

現
場
で
の
混
乱
等
は
生
じ
て

い
な
い
か
。

 

健
康
づ
く
り
課
長  

混
乱
は

な
い
が
、
問
い
合
わ
せ
は
増

え
て
い
る
。

 

森
田  

私
も
使
用
し
た
が
問

題
は
感
じ
な
い
。
市
民
の
方

に
は
し
っ
か
り
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

 

健
康
づ
く
り
課
長  

丁
寧
な

説
明
に
努
め
る
。

22
世
紀
ア
ジ
ア
の
森
に
つ
い
て

 

森
田  

県
有
林
の
同
区
画
内

に
あ
る
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
展
望

台
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

さ
ら
に
休
憩
所
も
現
在
改
修

工
事
が
進
ん
で
い
る
。
ア
ウ

ト
ド
ア
人
気
の
高
ま
り
も
あ

る
中
、
活
用
に
つ
い
て
市
内

外
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

茶
業
振
興
課
長  

オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

15議員が
質問

諸井 義人 議員 P8

森田 明彦 議員 P8

梶原 睦也 議員 P9

田中 政司 議員 P10

芦塚 典子 議員 P10

川内 聖二 議員 P11

古川 英子 議員 P12

山口 卓也 議員 P12

諸上 栄大 議員 P13

水山 洋輔 議員 P14

大串 友則 議員 P14

増田 朝子 議員 P15

阿部 愛子 議員 P16

山口 虎太郎 議員 P16

宮﨑 良平 議員 P17

 
諸
井  

補
助
金
受
給
は
塩
田

町
在
住
者
、
嬉
野
町
在
住
者

で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

塩
田
町
在

住
者
３
名
、
嬉
野
町
在
住
者

51
名
で
嬉
野
地
区
の
利
用
者

が
多
い
。

 

諸
井  

高
校
生
の
バ
ス
や
電

車
の
通
学
定
期
補
助
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

バ
ス
路
線
の
確
保
と

い
う
こ
と
で
運
営
に
関
す
る

補
助
を
相
当
額
行
っ
て
い
る
。

学
生
へ
の
負
担
軽
減
は
今
後

検
討
し
て
い
く
。
通
勤
者
に

つ
い
て
も
新
幹
線
の
あ
る
暮

ら
し
と
い
う
こ
と
で
当
面
継

続
し
た
い
。

 

企
画
政
策
課
長  

人
数
で
は

嬉
野
地
区
に
偏
り
が
あ
る
こ

と
を
含
め
て
、
今
後
制
度
に

つ
い
て
は
協
議
が
必
要
。

公
金
及
び
校
納
金
の
管
理

に
つ
い
て

 
諸
井  

行
政
現
場
に
お
い
て

現
金
の
取
扱
い
は
ど
う
か
。

 
会
計
管
理
者  

現
金
を
扱
う

こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
口
座
振

り
込
み
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。

 

諸
井  

学
校
に
お
い
て
は
現

金
の
取
扱
い
は
ど
う
か
。

 

教
育
総
務
課
長  

業
者
等
へ

の
支
払
い
は
、
原
則
口
座
振

り
込
み
で
あ
る
。

 

諸
井  

学
校
は
、
事
務
職
員

の
一
人
配
置
が
多
い
が
金
銭

に
対
す
る
不
正
対
策
は
ど
う

か
。

 

教
育
総
務
課
長  

学
校
徴
収

金
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
通
帳
と
印
鑑
を
同
じ

者
が
管
理
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
。

備
品
管
理
に
つ
い
て

 

諸
井  

備
品
の
総
額
と
数
量

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

財
政
課
長  

庁
舎
備
品
は
総

額
１
億
２
８
８
０
万
円
。
数

量
は
４
４
３
０
点
で
あ
る
。

 

教
育
長  

小
学
校
総
額

３
億
７
０
０
０
万
円
。
数
量

１
万
５
０
０
０
点
。
中
学
校

総
額
２
億
２
０
０
０
万
円
。

１
万
点
の
状
況
で
あ
る
。

 

諸
井  

管
理
は
ど
う
し
て
い

る
か
。

 

財
政
課
長  

エ
ク
セ
ル
で
管

理
し
て
い
る
。

 

教
育
長  

各
学
校
デ
ジ
タ
ル

シ
ー
ト
で
管
理
し
て
い
る
。

 

諸
井  

耐
用
年
数
や
備
品
検

査
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

 

財
政
課
長  

耐
用
年
数
が
越

え
て
も
使
え
る
も
の
は
使
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
備
品

検
査
は
、
監
査
の

ほ
う
で
行
っ
て
い

る
。

諸井�義人�議員森田�明彦�議員

答定住に大きく
寄与している

通勤通学補助の効果
は

▲ 学生の経済支援！バスの通勤補助も！
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れ
、

さ
ら
に
休
憩
所
も
現
在
改
修

工
事
が
進
ん
で
い
る
。
ア
ウ

ト
ド
ア
人
気
の
高
ま
り
も
あ

る
中
、
活
用
に
つ
い
て
市
内

外
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

茶
業
振
興
課
長  

オ
ル
レ

コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

 

梶
原  

令
和
６
年
１
月
に
認

知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
認
知
症
の
人
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

 

市
長  

小
学
校
４
年
生
を
対

象
に
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
講
座
を
開
始
す
る
な
ど

今
後
、
地
域
ぐ
る
み
で
認
知

症
理
解
を
進
め
て
い
く
。

 

梶
原  

認
知
症
の
人
の
尊
厳

あ
る
暮
ら
し
を
守
る
上
で
一

人
で
も
多
く
の
市
民
が
適
切

な
接
し
方
を
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
相
手
を
見
る
、

話
す
、
触
れ
る
、
立
っ
て
行

動
を
起
こ
す
と
い
う
認
知
症

の
方
へ
の
ケ
ア
技
法
で
あ
る

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
ぜ
ひ
本

市
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

 
市
長  

こ
の
技
法
と
い
う
の

は
非
常
に
有
効
的
で
あ
る
と

考
え
る
。「
人
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
る
嬉
野

市
と
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
積
極

的
に
推
進
を
し
、
今
後
勉
強

も
し
て
い
く
。

 

梶
原  

認
知
症
の
方
同
士
や

認
知
症
の
方
の
家
族
同
士
の

情
報
交
換
な
ど
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
体
制
整
備
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
る

が
。

 

福
祉
課
長  

同
じ
立
場
で
悩

む
方
同
士
が
穏
や
か
な
雰
囲

気
で
交
流
い
た
だ
く
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
の
場
と
し
て
の
認

知
症
カ
フ
ェ
を
昨
年
に
比
べ
多

く
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も

増
え
て
い
く
と
理
解
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

 

梶
原  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
は
85
・
36
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
非
取
得
者

に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う

さ
れ
る
の
か
。

 

市
民
課
長  
令
和
６
年
度
は

高
齢
者
施
設
へ
職
員
が
出
向

い
て
行
う
出
張
申
請
、
出
張

交
付
、
赤
ち
ゃ
ん
相
談
会
場

で
の
出
張
受
付
等
、
今
後
は

嬉
野
高
校
三
年
生
を
対
象
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
理
解
の

た
め
の
出
前
講
座
も
予
定
し

て
い
る
。

 

梶
原  

マ
イ
ナ
保
険
証
移
行

へ
の
取
り
組
み
は
。

 

健
康
づ
く
り
課
長  

マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
移
行
に
関
し
て

は
７
月
の
保
険
証
配
布
時
に

案
内
チ
ラ
シ
を
同
封
、
市
報
、

国
保
だ
よ
り
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
医
療

機
関
で
の
ポ
ス

タ
ー
等
で
の
掲
示

を
行
い
登
録
を
促

し
て
い
る
。

答国等へ要望活動を
行っている答積極的に推進し

勉強もしていく

国道一位原交差点の
混雑緩和策について

▲  右折レーン増設が望まれる交差点

梶原�睦也�議員

ユマニチュードに
取り組むべきでは

▲ 令和６年１月施行の認知症基本法
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う れ し の 市議会だより

 

芦
塚  

う
れ
し
の
茶
販
売
拡

大
戦
略
は
な
い
か
。

 

茶
業
振
興
課
長  

そ
う
い
っ

た
戦
略
は
な
い
。

 

芦
塚  

う
れ
し
の
茶
振
興
協

議
会
は
な
い
か
。

 

産
業
振
興
部
長  

総
合
計
画

の
中
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。

 

芦
塚  

今
生
き
残
り
を
か
け

た
う
れ
し
の
茶
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
必
要
と
思
う
が
。

 

市
長  

計
画
は
立
て
て
い
な

い
の
で
何
も
や
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
く
全
国
お
茶
ま
つ

り
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

芦
塚  

茶
ミ
ッ
ト
は
再
開
で

き
る
か
。

 

茶
業
振
興
課
長  

茶
業
関
係

業
者
の
意
向
を
伺
っ
て
い
く
。

 

芦
塚  

お
茶
の
有
機
栽
培
や

特
別
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
家
は
。

 

茶
業
振
興
課
長  

約
10
戸
。

 

芦
塚  

支
援
策
は
。

 

茶
業
振
興
課
長  

環
境
保
全

型
農
業
交
付
金
等
の
補
助
等

を
実
施
し
て
い
る
。

 

芦
塚  

生
き
残
り
を
か
け
た

戦
略
と
し
て
茶
業
に
20
億
円

か
け
た
ら
ど
う
か
。
10
年
か

け
て
や
る
必
要
が
あ
る
が
。

 

市
長  

現
在
ど
こ
の
産
地
よ

り
も
積
極
的
に
動
い
て
い
る
。

塩
田
庁
舎
に
児
童
館
を
計

画
で
き
な
い
か

 

芦
塚  

子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
遊
べ
る
児
童
館
を
塩
田

庁
舎
に
計
画
で
き
な
い
か
。

 

市
長  

厳
密
な
意
味
で
の
児

童
館
の
開
設
が
難
し
い
。

 
芦
塚  

館
内
に
は
、
０
歳
か

ら
の
乳
幼
児
教
室
や
高
校
生

も
利
用
で
き
る
図
書
フ
ロ
ア

も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
庁
舎
の
２
階
フ
ロ
ア
を

今
後
開
放
で
き
な
い
か
。

 

市
長  

現
在
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
「
リ
ュ
ッ
ケ
」
が
そ
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
。

 

芦
塚  

今
後
、
庁
舎
に
市
民

図
書
館
と
し
て
拡
充
を
と
い

う
市
民
の
声
も
あ
る
が
。

 

教
育
長  

前
向
き
に
検
討
を

お
願
い
し
て
い
る
。

奨
学
金
返
還
に
支
援
を

 

芦
塚  

大
学
な
ど
卒
業
後
に

地
元
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に

奨
学
金
の
返
還
へ
の
補
助
金

は
で
き
な
い
か
。

 

教
育
長  

給
付
型
で
あ
れ
ば

資
金
確
保
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
難
し
い
。

 

芦
塚  

全
国
で
は
54
の
市
町

村
が
実
施
し
て
い
る
。
定
住

奨
励
事
業
と
し
て
も
奨
学
金

返
還
の
補
助
が
必
要
だ
が
。

 

市
長  

当
市
と
し
て
は
財
源

と
セ
ッ
ト
で
議
論
し
た
い
。

答支援制度を検討せざるを
得ない時期に来ている

田中�政司�議員

地域で設置する
防犯カメラに補助を生き残りをかけた戦略を

 

田
中  

最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
利
用
し
た
闇
バ
イ
ト
な
ど

で
凶
悪
な
窃
盗
や
強
盗
事
件

が
発
生
し
て
お
り
、
国
で
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
に
よ
り

監
視
の
目
を
増
や
し
治
安
の

維
持
に
つ
な
げ
る
た
め
、
設

置
費
用
の
公
費
で
の
補
助
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
安
心
安
全
な
観
光
地
嬉

野
を
目
指
す
た
め
、
地
区
や

地
域
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
の
に
対
し
支
援
策
を
考

え
る
べ
き
と
思
う
が
。

 

市
長  

公
的
な
部
分
で
の
設

置
で
あ
っ
て
も
角
度
に
よ
っ

て
は
個
人
の
自
宅
な
ど
が
映

り
込
む
場
合
も
あ
る
。
地
域

の
中
で
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
、

合
意
形
成
が
取
れ
る
と
い
う

条
件
で
あ
れ
ば
、
そ
の
費
用

に
つ
い
て
の
支
援
制
度
を
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
と
考
え
て

い
る
。

温
泉
配
湯
管
の
現
況
調
査

に
つ
い
て

 

田
中  

本
年
度
４
５
０
万
円

の
予
算
で
温
泉
配
湯
管
の
現

況
調
査
を
行
う
事
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

 

観
光
商
工
課
長  

６
月
に
事

業
者
と
委
託
契
約
を
締
結
し

調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後

配
湯
会
社
や
事
業
者
等
か
ら

情
報
収
集
を
行
い
、
露
出
部

分
に
つ
い
て
目
視
に
よ
り
漏

湯
し
て
い
な
い
か
等
の
調
査

を
進
め
た
。
現
在
は
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
機
器
な
ど
を
利

用
し
埋
設
部
分
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

７
年
の
１
月
末
に
調
査
を
終

え
る
予
定
で
あ
る
。
今
ま
で

の
調
査
で
配
湯
会
社
の
配
管

の
大
小
合
わ
せ
て
26
ヵ
所
に

つ
い
て
漏
湯
が
確
認
さ
れ
、

10
ヵ
所
に
つ
い
て
は
対
応
が

完
了
し
て
い
る
。

 

田
中  

今
後
の
調
査
で
漏
湯

箇
所
が
さ
ら
に
増
え
る
と
思

う
が
修
理
等
の
対
応
を
ど
う

す
る
の
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

あ
く
ま
で

も
民
間
の
施
設
な
の
で
責
任

ま
で
は
取
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
色
々
な
方
法
で
修

理
を
お
願
い
し
て
い
く
。

 

田
中  

嬉
野
温
泉
の
将
来
の

為
に
温
泉
資
源
の
保
護
を
考

え
れ
ば
、
源
泉
の
集
中
管
理

を
再
度
検
討
す
る
べ
き
時
期

と
考
え
る
が
。

 

市
長  

今
後
の
調
査
結
果
や

源
泉
所
有

者
の
意
向
、

ま
た
多
く

の
市
民
の

理
解
も
得

る
必
要
が

あ
り
、
そ

う
い
っ
た

諸
条
件
を

そ
ろ
え
る

こ
と
を
前

提
に
、
そ

れ
も
選
択

肢
の
一
つ
だ
と
理
解
し
て
い

る
。

▲ これからの治安維持のために

芦塚�典子�議員
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が
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に
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の
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に
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フ
ロ
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今
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き
な
い
か
。

 

市
長  

現
在
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
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「
リ
ュ
ッ
ケ
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が
そ
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
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芦
塚  

今
後
、
庁
舎
に
市
民

図
書
館
と
し
て
拡
充
を
と
い

う
市
民
の
声
も
あ
る
が
。

 

教
育
長  

前
向
き
に
検
討
を

お
願
い
し
て
い
る
。

奨
学
金
返
還
に
支
援
を

 

芦
塚  

大
学
な
ど
卒
業
後
に

地
元
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に

奨
学
金
の
返
還
へ
の
補
助
金

は
で
き
な
い
か
。

 

教
育
長  

給
付
型
で
あ
れ
ば

資
金
確
保
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
難
し
い
。

 

芦
塚  

全
国
で
は
54
の
市
町

村
が
実
施
し
て
い
る
。
定
住

奨
励
事
業
と
し
て
も
奨
学
金

返
還
の
補
助
が
必
要
だ
が
。

 

市
長  

当
市
と
し
て
は
財
源

と
セ
ッ
ト
で
議
論
し
た
い
。

生き残りをかけた戦略を

 

川
内  

現
在
の
児
童
生
徒
の

遠
距
離
通
学
費
の
補
助
金
交

付
要
綱
は
、
平
成
18
年
６
月

付
け
で
の
施
行
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
見
直
し
等

の
協
議
は
行
わ
れ
た
か
。

 

教
育
長  

上
位
法
の
義
務
教

育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国

庫
負
担
金
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
例
に
よ
る
適
切
な
通

学
距
離
は
、
小
学
生
は
４
キ

ロ
、
中
学
生
は
６
キ
ロ
以
内

が
基
準
と
あ
り
、
こ
の
基
準

が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
た
め

見
直
し
は
な
く
続
け
て
い
る
。

 

川
内  

現
在
、
25
名
の
子
ど

も
た
ち
に
補
助
金
を
交
付
さ

れ
て
い
る
が
、
平
成
18
年
６

月
当
時
の
補
助
金
対
象
者
数

は
。

 

教
育
総
務
課
長  

当
時
、
小

中
学
校
合
わ
せ
て
１
２
４
名

に
交
付
さ
れ
て
い
た
。

 

川
内  

情
勢
的
に
燃
油
物
資

高
騰
の
現
状
で
保
護
者
の
負

担
が
大
き
い
。
通
学
補
助
の

距
離
の
壁
を
無
く
せ
な
い

か
。　

　
補
助
金
交
付
要
綱
第
１
条

の
目
的
に
も
「
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
義
務
教
育
の

円
滑
な
運
営
を
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
そ
の
交
付
に

関
し
て
は
嬉
野
市
補
助
金
等

交
付
規
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
の
告
示
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
あ
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
教
育
部

局
だ
が
財
源
は
行
政
部
局
な

の
で
、
一
緒
に
協
議
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
。

 

市
長  

市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
で
き
る
の
か
、
研
究

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
、
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
新
年
度

予
算
の
中
で
検
討
中
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

 

川
内  

た
め
池
の
堤
体
法
面

を
イ
ノ
シ
シ
か
ら
守
る
た
め

何
ら
か
の
補
助
は
あ
る
か
。

 

農
林
整
備
課
長  

農
業
用
施

設
整
備
事
業
で
対
応
が
で
き

る
の
で
相
談
し
て
貰
い
た
い
。

 

川
内  

こ
れ
ま
で
有
害
鳥
獣

被
害
防
除
事
業
等
で
の
捕
獲

に
要
す
る
費
用
、
報
償
金
等

の
金
額
が
変
わ
っ
て
な
い
。

　
燃
油
物
資
高
騰
の
た
め
増

額
の
検
討
は
。

 

農
業
政
策
課
長  

今
後
、
国

県
の
交
付
金
等
も
あ
る
の
で

研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

川
内  

以
前
か
ら
要
望
し
て

き
た
捕
獲
獣
の
最
終
処
分
に

関
し
て
そ
の
後
の
展
開
は
。

 

市
長  

処
理
方
法
に
関
し
て

は
、
県
外
事
業
者
の
協
力
を

確
立
し
、
猟
友
会
と
相
談
し

な
が
ら
捕
獲
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
対
策

に
つ
い
て ▲ うれしの茶でおもてなしを！

▲ バス通学距離の壁の検討を

答総合計画の中で
進めている

川内�聖二�議員

答総合的に考え、首長部局
と協議し検討したい

バス通学の子どもたち
全てに補助金を
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山
口  

中
長
期
的
な
課
題
と

し
て
、
管
理
が
行
き
届
か
な

く
な
る
墓
地
が
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
に

お
け
る
墓
地
行
政
へ
の
現
在

の
取
組
み
は
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

災
害
に

よ
る
共
同
墓
地
の
復
旧
に
つ

い
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

 

山
口  

墓
じ
ま
い
へ
の
支
援

や
墓
の
管
理
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
す
る
な
ど
の

先
進
事
例
も
あ
る
。
地
域
の

現
状
把
握
や
墓
地
行
政
の
課

題
研
究
に
取
り
組
む
時
期
と

思
う
が
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

ま
ず
は

親
族
で
集
ま
ら
れ
た
際
に
墓

の
管
理
に
つ
い
て
も
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
担

当
課
で
も
再
度
協
議
し
、
勉

強
し
て
い
き
た
い
。

市
道
等
の
除
草
に
つ
い
て

 

山
口  

地
域
の
担
い
手
が
高

齢
化
し
て
い
き
、
道
路
沿
い

の
除
草
作
業
が
地
域
の
課
題

と
し
て
益
々
大
き
く
な
っ
て

い
く
が
、
防
草
シ
ー
ト
を
敷

設
し
、
除
草
作
業
を
省
力
化

で
き
な
い
か
。

 

建
設
課
長  

こ
れ
ま
で
同
様

に
道
路
作
業
員
で
除
草
を
実

施
し
な
が
ら
、
作
業
が
危
険

な
箇
所
、
法
面
が
急
こ
う
配

な
箇
所
か
ら
優
先
的
に
防
草

シ
ー
ト
を
設
置
し
、
除
草
対

策
箇
所
の
削
減
を
図
り
た
い
。

令
和
５
年
度
か
ら
２
ヵ
所
、

防
草
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
い

る
。

 
農
林
整
備
課
長  

農
道
や
水

路
の
法
面
は
、
農
業
用
施
設

整
備
事
業
で
防
草
シ
ー
ト
に

よ
る
施
工
も
対
象
に
し
て
い

く
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
地
区
で
は
既
に
防
草
シ
ー

ト
の
施
工
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
令
和
７
年
１
月
に
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
対
象

地
区
に
防
草
シ
ー
ト
の
施
工

の
講
習
会
を
計
画
し
て
い
る
。

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

 

山
口  

災
害
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
絡
調
整
を
行
う
災
害
中

間
支
援
組
織
「
佐
賀
災
害
支

援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と

の
連
携
状
況
を
伺
う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

令
和
３

年
に
災
害
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
関
係

者
を
繋
ぐ
役
割
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
現
在
、
日
本

レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
と
連
携
し
、

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
の
運
営

や
ペ
ッ
ト
避
難
の
仕
方
の
研

修
を
計
画
し
て
い
る
。

山口�卓也�議員

答負担軽減を図る保育料のあり方を
検討する協議会の立ち上げ予定

古川�英子�議員

３歳未満児の保育料の
無償化や減額ができないか

 

古
川  

３
歳
未
満
児
の
保
育

園
児
数
は
何
人
か
。

 

子
育
て
未
来
課
長  

３
７
８

人
で
あ
る
。（
令
和
６
年
11

月
１
日
時
点
）

 

古
川  

３
歳
未
満
児
を
預
け

る
と
保
育
料
が
高
く
、
保
育

料
の
無
償
化
や
減
額
が
実
施

さ
れ
れ
ば
仕
事
に
行
っ
て
み

よ
う
と
考
え
、
労
働
人
数
の

増
加
が
考
え
ら
れ
る
が
い
か

が
か
。

 

子
育
て
未
来
課
長  
保
育
料

が
安
く
な
れ
ば
仕
事
に
行
か

な
か
っ
た
方
も
就
業
さ
れ
就

業
率
も
上
が
る
か
と
思
っ
て

い
る
。

 

古
川  

３
歳
未
満
児
の
保
育

料
無
償
化
や
減
額
等
を
行
っ

て
い
け
ば
嬉
野
市
に
住
も
う

と
い
う
考
え
も
増
え
、
出
産

数
も
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
市
長
の

考
え
は
い
か
が
か
。

 

市
長  

保
護
者
の
負
担
軽
減

に
最
大
限
努
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
負
担
軽
減

を
図
る
保
育
料
の
あ
り
方
と

い
う
も
の
を
検
討
す
る
た
め

に
、
本
年
度
中
に
協
議
会
の

立
ち
上
げ
を
行
い
年
度
内
に

第
１
回
の
会
合
を
も
っ
て
保

育
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て
負

担
軽
減
に
な
る
す
べ
が
な
い

か
探
っ
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
が
安
全
に
遊
べ
る

場
所
作
り
に
つ
い
て

 

古
川  

乳
幼
児
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
を
設
置
し
て
欲

し
い
が
い
か
が
か
。

 

市
長  

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と

い
う
の
も
実
感
し
て
い
る
。

夏
場
の
暑
さ
も
外
に
い
る
こ

と
さ
え
危
険
で
あ
り
屋
内
で

遊
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ

く
り
と
い
う
の
も
重
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
塩

田
庁
舎
等
利
活
用
検
討
委
員

会
の
中
か
ら
も
同
じ
よ
う
な

意
見
が
あ
り
、
よ
り
良
い
子

育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

県
道
３
４
６
号
を
通
る
大

草
野
小
学
校
ま
で
の
通
学

路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・ 

嬉
野
中
学
校
か
ら
三
本
桜

交
差
点
ま
で
の
街
灯
設
置

に
つ
い
て

▲ 保育料無償化による人口増を…

墓地行政への取組みは
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山
口  

中
長
期
的
な
課
題
と

し
て
、
管
理
が
行
き
届
か
な

く
な
る
墓
地
が
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
に

お
け
る
墓
地
行
政
へ
の
現
在

の
取
組
み
は
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

災
害
に

よ
る
共
同
墓
地
の
復
旧
に
つ

い
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

 

山
口  

墓
じ
ま
い
へ
の
支
援

や
墓
の
管
理
を
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
す
る
な
ど
の

先
進
事
例
も
あ
る
。
地
域
の

現
状
把
握
や
墓
地
行
政
の
課

題
研
究
に
取
り
組
む
時
期
と

思
う
が
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

ま
ず
は

親
族
で
集
ま
ら
れ
た
際
に
墓

の
管
理
に
つ
い
て
も
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
担

当
課
で
も
再
度
協
議
し
、
勉

強
し
て
い
き
た
い
。

市
道
等
の
除
草
に
つ
い
て

 

山
口  

地
域
の
担
い
手
が
高

齢
化
し
て
い
き
、
道
路
沿
い

の
除
草
作
業
が
地
域
の
課
題

と
し
て
益
々
大
き
く
な
っ
て

い
く
が
、
防
草
シ
ー
ト
を
敷

設
し
、
除
草
作
業
を
省
力
化

で
き
な
い
か
。

 

建
設
課
長  

こ
れ
ま
で
同
様

に
道
路
作
業
員
で
除
草
を
実

施
し
な
が
ら
、
作
業
が
危
険

な
箇
所
、
法
面
が
急
こ
う
配

な
箇
所
か
ら
優
先
的
に
防
草

シ
ー
ト
を
設
置
し
、
除
草
対

策
箇
所
の
削
減
を
図
り
た
い
。

令
和
５
年
度
か
ら
２
ヵ
所
、

防
草
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
い

る
。

 

農
林
整
備
課
長  

農
道
や
水

路
の
法
面
は
、
農
業
用
施
設

整
備
事
業
で
防
草
シ
ー
ト
に

よ
る
施
工
も
対
象
に
し
て
い

く
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
地
区
で
は
既
に
防
草
シ
ー

ト
の
施
工
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
令
和
７
年
１
月
に
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
対
象

地
区
に
防
草
シ
ー
ト
の
施
工

の
講
習
会
を
計
画
し
て
い
る
。

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

 

山
口  

災
害
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
絡
調
整
を
行
う
災
害
中

間
支
援
組
織
「
佐
賀
災
害
支

援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と

の
連
携
状
況
を
伺
う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

令
和
３

年
に
災
害
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
関
係

者
を
繋
ぐ
役
割
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
現
在
、
日
本

レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
と
連
携
し
、

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
の
運
営

や
ペ
ッ
ト
避
難
の
仕
方
の
研

修
を
計
画
し
て
い
る
。

 

諸
上  

最
近
デ
ジ
タ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
聞

く
が
、
そ
の
内
容
と
目
的
は

何
か
。

 

市
長  

市
民
な
ど
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
等
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の

対
応
や
使
い
方
を
教
え
る
方

で
あ
る
。

　
目
的
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
普

及
に
よ
り
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
む
中
、
誰
一

人
と
し
て
そ
の
デ
ジ
タ
ル
社

会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
情
報
格
差
を
な
く
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
知
識

の
向
上
を
図
る
た
め
と
認
識

し
て
い
る
。

 

諸
上  

県
内
市
町
で
の
取
り

組
み
と
予
算
額
な
ど
は
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

令
和
４

年
度
か
ら
、
さ
が
デ
ジ
タ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
講
座

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
は
佐
賀
市
、
み
や
き

町
、
多
久
市
の
３
会
場
で
、

令
和
６
年
度
は
鹿
島
市
、
基

山
町
、
吉
野
ヶ
里
町
、
小
城

市
、
鳥
栖
市
の
５
会
場
で
開

催
さ
れ
た
。

　
県
と
市
町
の
共
同
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
予
算
は
県
の

事
業
で
あ
り
、
各
自
治
体
の

負
担
は
な
い
。

 

諸
上  

10
月
に
経
済
活
性
化

対
策
と
し
て
、
う
れ
し
カ
ー

ド
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
あ
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ

導
入
し
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト

が
加
算
付
与
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
が
苦
手
で
ア
プ
リ
導
入
が

で
き
な
か
っ
た
方
は
加
算
分

の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
な

か
っ
た
。
ま
た
、
住
民
票
等

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
申
請
や

交
付
も
で
き
る
状
況
で
も
あ

り
、
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
ど
ん
ど
ん
進
む
。
使
え
る

人
と
使
え
な
い
人
の
間
に
生

じ
る
格
差
が
明
確
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

し
、
ス
マ
ホ
相
談
会
等
の
開

催
の
考
え
は
な
い
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

県
の
担

当
課
へ
嬉
野
市
で
養
成
研
修

の
開
催
が
で
き
な
い
か
相
談

し
、
一
人
で
も
多
く
デ
ジ
タ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
取
得
さ
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
来
年

度
以
降
、
手
を
挙
げ
る
と
い

う
よ
う
な
形
で
実
施
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

市
長  

福
祉
の
事
業
の
中
で

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
も
の
も
拡
充
し
、

多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
な
努
力
も
併
せ
て
し

て
い
く
。
い
ろ
ん
な
層
に
分

け
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

へ
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

諸上�栄大�議員

答来年度以降、
手を挙げたい

デジタルサポーターの養成を

答勉強していきたい

▲ デジタルサポーター養成に努めよ

▲ 墓地管理への対策を

墓地行政への取組みは
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大串�友則�議員

答これからしっかり考える

水山�洋輔�議員

塩田津伝建地区20周年
の記念事業は

 

教
育
長  

現
在
の
と
こ
ろ
は

具
体
的
に
着
手
し
て
い
な
い
。

鹿
島
市
に
も
あ
る
の
で
情
報

交
換
を
し
、
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

 

水
山  

20
周
年
に
向
け
て
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
塩
田
津
の

磨
き
上
げ
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
。

 
教
育
長  
西
岡
家
や
天
草
陶

石
が
運
ば
れ
た
こ
と
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
と
し
た
い
。

 

水
山  

観
光
地
と
し
て
の
拠

点
づ
く
り
の
進
め
方
は
。

 

教
育
部
長  

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を

図
り
、
塩
田
津
の
歴
史
文
化

の
魅
力
を
活
か
し
た
保
存
活

用
に
取
り
組
む
。

 

水
山  

市
長
の
旅
行
業
の
資

格
を
活
か
し
た
考
え
は
。

 

市
長  

地
域
経
済
へ
の
稼
ぎ

と
な
る
様
な
旅
行
商
品
プ
ラ

ン
を
提
案
し
、
嬉
野
の
観
光

振
興
や
文
化
財
保
存
に
回
し

て
い
け
る
よ
う
な
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
す
。

塩
田
庁
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て

 

水
山  

基
本
構
想
を
基
に
し

た
市
民
説
明
会
等
の
計
画
は
。

 
企
画
政
策
課
長  

現
在
、
利

活
用
基
本
計
画
案
の
策
定
に

向
け
て
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
基
本
計
画
が

あ
る
程
度
固
ま
っ
た
時
点
で

情
報
提
供
等
を
考
え
て
い
る
。

 

水
山  

基
本
計
画
は
い
つ
頃

ま
で
に
策
定
さ
れ
る
の
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

今
年
度
を

目
途
に
考
え
て
い
た
が
、
期

限
あ
り
き
で
は
な
く
委
員
会

の
議
論
を
最
優
先
と
し
て
考

え
て
い
る
。
塩
田
庁
舎
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
は
、
新
庁
舎
の

開
庁
に
合
わ
せ
支
障
の
な
い

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
。

年
収
１
０
３
万
円
の
壁
に

つ
い
て

 

水
山  

本
市
に
お
け
る
税
収

へ
の
影
響
は
。

 

市
長  

所
得
税
の
基
礎
控
除

43
万
円
が
75
万
円
に
上
が
っ

た
と
仮
定
し
て
、
嬉
野
市
で

は
、
３
億
６
千
万
円
程
度
の

減
収
見
込
み
。

 

水
山  

交
付
税
措
置
な
ど
の

見
込
み
は
。

 

財
政
課
長  

減
収
分
の
75
％

は
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
が
、
残
り
の
25
％
は
減
収

の
影
響
を
受
け
る
。
現
時
点

で
減
収
分
に
対
す
る
国
の
措

置
は
不
明
。

 

市
長  

国
の
施
策
に
お
い
て

行
わ
れ
る
の
で
国
の
責
任
と

し
て
真
水
で
の
減
額
補
填
を

望
む
。

 

大
串  

現
在
行
っ
て
い
る
嬉

野
市
の
広
聴
事
業
と
、
そ
の

成
果
を
伺
う
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

市
内
の

公
共
施
設
７
ヵ
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク

ス
や
、
Ｈ
Ｐ
上
の
の
ほ
ほ
ん

ボ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ブ
版
で
直
接
、

市
民
の
意
見
等
を
い
た
だ
け

る
よ
う
運
用
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
嬉
野
市
の
次

期
総
合
計
画
の
策
定
を
踏
ま

え
た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
事
業
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
い
た
だ

い
た
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
対
応
が
難
し
い
も
の
も

あ
る
が
、
改
善
で
き
た
も
の

も
あ
る
。

 

大
串  

の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク
ス

に
は
昨
年
度
で
62
件
、
今
年

度
で
43
件
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
Ｈ

Ｐ
上
で
は
２
０
２
０
年
で
更

新
が
止
ま
っ
て
い
る
。
意
見

の
公
開
は
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

Ｈ
Ｐ
の

掲
載
は
担
当
課
の
判
断
次
第

だ
が
、
実
際
に
改
善
し
た
内

容
等
を
広
く
市
民
に
掲
載
す

る
よ
う
に
再
度
、
精
査
し
て
、

掲
載
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

 

大
串  

の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク
ス

に
投
稿
す
る
場
合
、
必
ず
個

人
情
報
は
必
要
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

の
ほ
ほ

ん
ボ
ッ
ク
ス
に
投
稿
す
る
場

合
は
、
匿
名
で
も
空
欄
で
も

構
わ
な
い
。

　
住
所
氏
名
を
書
い
て
あ
る

方
に
は
回
答
し
て
い
る
。
仮

に
匿
名
で
あ
っ
て
も
、
回
答

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、

回
答
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

大
串  

市
民
か
ら
市
民
の
意

見
を
市
長
に
聞
い
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
広
聴
事
業
の
取

組
み
は
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

令
和
７

年
当
初
以
降
に
な
る
と
思
う

が
、市
長
と
か
た
ろ
う
会（
仮

称
）
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

 

大
串  

行
政
区
長
や
子
育
て

世
代
の
声
、
高
校
生
の
声
を

積
極
的
に
市
長
自
ら
真
摯
に

聞
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

 

市
長  

市
長
の
公
務
全
て
が

広
報
・
広
聴
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

多
様
な
意
見
の
反
映
は
、

区
の
役
員
の
方
な
ど
を
集
め

て
す
る
や
り
方
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
時

間
帯
の
設
定
次
第
で
は
子
育

て
世
帯
が
参
加
し
づ
ら
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
い
ろ
ん

な
工
夫
を
し
て
開
催
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

▲ さらなる塩田津の活性化を

市民の意見を聞く
広聴事業の展開を
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増
田  

生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
第
１
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

 

市
長  

地
域
の
ニ
ー
ズ
、
資

源
状
況
の
見
え
る
化
、
地
域

課
題
の
抽
出
、
地
域
の
多
様

な
主
体
へ
の
協
力
依
頼
な
ど

の
働
き
か
け
、
関
係
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
目
指
す

地
域
の
姿
、
方
針
の
共
有
、

意
識
の
統
一
、
生
活
支
援
の

担
い
手
の
養
成
や
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
、
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ

ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
る
。

 

増
田  

第
１
層
協
議
体
の
目

的
と
現
況
を
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

高
齢
者
の
生
活

支
援
に
必
要
と
な
る
地
域
資

源
の
把
握
や
実
際
の
地
域
課

題
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
な

が
ら
細
や
か
な
生
活
支
援
の

た
め
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
の
協
議
を
月
１
回
程
度

開
催
し
て
い
る
。

 
増
田  

第
１
層
の
協
議
体
の

構
成
人
数
は
。

 

福
祉
課
長  

７
名
。

 

増
田  
そ
の
中
に
第
２
層
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
入
っ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

福
祉
課
長  

第
１
層
協
議
体

運
営
規
定
で
定
め
て
お
り
、

少
な
い
人
数
で
コ
ン
パ
ク
ト

に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
協
議

会
を
開
催
し
て
い
る
。

 

増
田  

こ
の
事
業
の
今
後
の

展
望
は
。

 

福
祉
課
長  

令
和
７
年
度
よ

り
単
年
契
約
か
ら
３
年
契
約

に
な
る
。
す
べ
て
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委
託
業
者

の
選
定
を
改
め
て
行
う
。
地

域
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
適
切

に
行
い
、
地
域
の
声
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
関
係
者
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
協
議
体
の

中
で
図
る
な
ど
展
開
を
し
て

い
き
た
い
。

 

増
田  

嬉
野
市
で
は
、
７
つ

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
地

域
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
拠
点
に
第
２
層
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

地
域
丸
ご
と
自
分
ご
と
と
し

て
取
り
組
め
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

 

市
長  

こ
の
事
業
は
、
多
岐

に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
な
対
応
を
ど
の
よ
う
に
作

る
か
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の

課
題
を
認
識
し
て
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
つ
い
て

・ 

市
道
、
県
道
の
整
備
に
つ

い
て

増田�朝子�議員

答課題を認識し、充実を
図っていきたい

各地域コミュニティへの
配置を

答市長とかたろう会（仮称）
を今後開催をしていく

 

大
串  

現
在
行
っ
て
い
る
嬉

野
市
の
広
聴
事
業
と
、
そ
の

成
果
を
伺
う
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

市
内
の

公
共
施
設
７
ヵ
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク

ス
や
、
Ｈ
Ｐ
上
の
の
ほ
ほ
ん

ボ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ブ
版
で
直
接
、

市
民
の
意
見
等
を
い
た
だ
け

る
よ
う
運
用
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
嬉
野
市
の
次

期
総
合
計
画
の
策
定
を
踏
ま

え
た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
事
業
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
い
た
だ

い
た
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
対
応
が
難
し
い
も
の
も

あ
る
が
、
改
善
で
き
た
も
の

も
あ
る
。

 

大
串  

の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク
ス

に
は
昨
年
度
で
62
件
、
今
年

度
で
43
件
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
Ｈ

Ｐ
上
で
は
２
０
２
０
年
で
更

新
が
止
ま
っ
て
い
る
。
意
見

の
公
開
は
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

Ｈ
Ｐ
の

掲
載
は
担
当
課
の
判
断
次
第

だ
が
、
実
際
に
改
善
し
た
内

容
等
を
広
く
市
民
に
掲
載
す

る
よ
う
に
再
度
、
精
査
し
て
、

掲
載
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

 

大
串  

の
ほ
ほ
ん
ボ
ッ
ク
ス

に
投
稿
す
る
場
合
、
必
ず
個

人
情
報
は
必
要
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

の
ほ
ほ

ん
ボ
ッ
ク
ス
に
投
稿
す
る
場

合
は
、
匿
名
で
も
空
欄
で
も

構
わ
な
い
。

　
住
所
氏
名
を
書
い
て
あ
る

方
に
は
回
答
し
て
い
る
。
仮

に
匿
名
で
あ
っ
て
も
、
回
答

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、

回
答
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

大
串  

市
民
か
ら
市
民
の
意

見
を
市
長
に
聞
い
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
広
聴
事
業
の
取

組
み
は
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

令
和
７

年
当
初
以
降
に
な
る
と
思
う

が
、市
長
と
か
た
ろ
う
会（
仮

称
）
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

 

大
串  

行
政
区
長
や
子
育
て

世
代
の
声
、
高
校
生
の
声
を

積
極
的
に
市
長
自
ら
真
摯
に

聞
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

 

市
長  

市
長
の
公
務
全
て
が

広
報
・
広
聴
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

多
様
な
意
見
の
反
映
は
、

区
の
役
員
の
方
な
ど
を
集
め

て
す
る
や
り
方
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
時

間
帯
の
設
定
次
第
で
は
子
育

て
世
帯
が
参
加
し
づ
ら
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
い
ろ
ん

な
工
夫
を
し
て
開
催
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

▲ このような広報事業に期待！

▲ 吉田地区（茶の間）の様子

市民の意見を聞く
広聴事業の展開を
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う れ し の 市議会だより

山口�虎太郎�議員

答スマホを活用して

阿部�愛子�議員

うれしかーどアプリの
対応は

 

阿
部  

う
れ
し
か
ー
ど
の
取

得
率
は
ど
う
か
。

 

市
長  

登
録
者
数
が
２
万 

４
４
８
７
人
で
率
は
78
・

５
％
。
ア
プ
リ
の
登
録
者
数

は
６
９
９
２
件
で
、
再
発
行

が
１
８
９
件
で
あ
る
。

 
阿
部  

今
回
給
付
が
遅
く

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

 
観
光
商
工
課
長  

二
重
登
録

や
市
内
転
出
、
市
外
な
ど
の

確
認
が
長
引
き
12
月
に
ず
れ

込
ん
だ
。
ポ
イ
ン
ト
配
布
は

ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

現
在
、
加
盟
店
は
何

店
舗
あ
る
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

71
店
舗
で

あ
る
。
加
盟
店
が
増
え
な
い

理
由
は
一
概
に
は
言
え
な
い

が
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
店

舗
が
負
担
す
る
部
分
が
出
て

く
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

 

阿
部  

先
日
、
議
員
と
か
た

ろ
う
会
で
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

１
０
０
０
円
上
乗
せ
が
導
入

で
き
な
い
人
に
対
し
て
不
公

平
で
あ
り
差
別
で
あ
る
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
解

消
す
る
対
策
は
ど
う
考
え
る

か
。

 

観
光
商
工
課
長  

カ
ー
ド
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る　
　
　
　
　

場
合
、
手
助
け
を
し
て
い
る

と
報
告
を
う
け
て
い
る
。
ス

マ
ホ
を
持
た
な
い
人
に
対
し

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
阿
部  
生
活
費
負
担
の
支
援

な
ら
ば
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
導

入
で
き
な
い
人
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

福
祉
課
の

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

ス
マ
ホ
教
室
の
紹
介
を
す
る
。

 

阿
部  

ポ
イ
ン
ト
の
期
間
は

い
つ
ま
で
な
の
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

有
効
期
間

は
使
わ
な
け
れ
ば
２
年
間
と

認
識
し
て
い
る
。

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

 

阿
部  

子
ど
も
た
ち
の
熱
中

症
対
策
や
災
害
時
の
避
難
場

所
と
な
る
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
考
え
て
い
る
の
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

各
学
校

を
指
定
避
難
場
所
と
し
て
い

る
。
空
調
機
を
備
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は

柔
軟
に
避
難
所
の
選
択
を

行
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
の
た
め
に
、
国
の
施
設

整
備
補
助
事
業
に
手
を
上
げ

な
い
か
。

 

教
育
長  

条
件
を
十
分
に
把

握
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

山
口  

地
域
計
画
策
定
事
業

の
進
捗
は
。

 

農
業
政
策
課
長  

２
回
目
の

座
談
会
が
終
わ
り
、
令
和
７

年
早
々
に
３
回
目
を
開
催
し
、

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
後
、

３
月
に
計
画
案
の
公
告
を
予

定
し
て
い
る
。

 

山
口  

地
域
計
画
に
該
当
し

な
い
空
白
地
域
は
、
今
後
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

農
業
政
策
課
長  

今
後
も
農

用
地
と
し
て
確
保
す
る
と
と

も
に
、
農
村
環
境
を
損
な
う

荒
廃
農
地
と
周
辺
農
地
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
有
効

活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

山
口  

耕
作
放
棄
地
へ
の
対

策
は
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局
長  

現

地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
回
っ
て
い

る
が
、
年
々
耕
作
放
棄
地
は

広
が
る
一
方
で
あ
る
。
課
題

を
農
業
委
員
、
推
進
委
員
と

と
も
に
農
家
と
協
議
し
て
い

く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

 

山
口  

市
長
が
推
進
す
る
施

設
経
営
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
進
捗
は
。

 

市
長  

好
循
環
の
担
い
手
育

成
の
確
保
が
で
き
つ
つ
あ
る

と
確
実
に
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。

 

山
口  

お
茶
へ
の
農
業
ス

ク
ー
ル
は
今
後
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

 

市
長  

個
別
に
い
ろ
い
ろ
と

相
談
に
乗
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
可
能
か
と
思
う
が
、

施
設
園
芸
の
よ
う
な
ス
ク
ー

ル
形
式
は
非
常
に
難
し
い
。

 

山
口  
市
と
し
て
有
機
栽
培

で
、
小
規
模
な
ハ
ウ
ス
の

リ
ー
ス
等
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

 

市
長  

野
菜
の
よ
う
に
単
年

程
度
で
勝
負
す
る
も
の
に
関

し
て
ハ
ウ
ス
は
有
効
だ
。
西

洋
野
菜
に
お
い
て
も
、
県
の

補
助
や
中
間
管
理
機
構
を
間

に
挟
み
、
遊
休
ハ
ウ
ス
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
相
談
に
も
応

じ
た
い
。

茶
業
対
策
に
つ
い
て

 

山
口  

茶
の
販
路
拡
大
の
た

め
の
活
性
化
委
員
会
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

 

茶
業
振
興
課
長  

Ｐ
Ｒ
及
び

販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
み

と
し
て
、
大
都
市
を
は
じ
め
、

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
出
展
を

行
っ
た
。

 

山
口  

嬉
野
に
お
茶
あ
り
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
市
内
へ
の

Ｐ
Ｒ
は
あ
る
か
。

 

市
長  

茶
品
評
会
に
お
け
る

好
成
績
と
い
う
の
も
一
つ
の

て
こ
に
な
る
。
地
道
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

地域計画策定事業の
進捗は

▲ 平等に使えるアプリの取り組みを
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う れ し の 市議会だより

 

宮
﨑  

水
資
源
、
源
泉
保
護

の
条
例
制
定
に
お
け
る
現
在

の
動
向
を
伺
う
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

条
例
の

制
定
ま
で
至
っ
て
い
な
い
が
、

昨
年
度
、
水
資
源
保
全
全
国

自
治
体
連
絡
会
の
担
当
者
会

議
に
出
席
し
、
国
の
動
向
な

ど
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
今
年
度
10
月
29
日
に
第

１
回
嬉
野
市
環
境
審
議
会
を

開
催
し
た
。
嬉
野
市
水
資
源

保
全
条
例
案
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
委
員
か
ら
条
例
案

に
つ
い
て
の
意
見
を
頂
戴
し

た
。
条
例
案
及
び
審
議
会
の

内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
掲
載
を
し
、
引
き
続

き
制
定
に
向
け
て
各
条
例
案

の
精
査
を
行
い
た
い
。

 

宮
﨑  

長
年
取
り
組
ん
で
き

た
水
資
源
保
全
条
例
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
会
に
て
議
論

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
正
式
に
上
程
さ

れ
る
予
定
な
の
か
伺
う
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

そ
の
都

度
、
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に

は
条
例
改
正
が
で
き
る
よ
う

な
条
例
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
、
来
年
度
以
降
、
条

例
制
定
に
向
け
て
い
き
た
い
。

 

宮
﨑  

将
来
的
に
隣
接
す
る

市
町
等
も
巻
き
込
み
協
議
を

し
て
い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

 

市
長  

水
道
も
広
域
化
し
て

お
り
、
佐
賀
市
の
水
源
地
も

含
め
た
連
携
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
市
民
の
安
心
も
守

れ
な
い
現
状
だ
。
今
後
、
協

働
し
た
歩
調
を
取
り
、
実
効

性
の
あ
る
体
制
を
組
め
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

 

宮
﨑  

源
泉
保
護
に
お
い
て

は
鳥
取
県
鹿
野
町
が
「
鹿
野

温
泉
保
護
対
策
要
綱
」
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
要
綱

を
定
め
ら
れ
な
い
か
。

 

市
長  

大
い
に
参
考
に
な
る
。

県
の
薬
務
課
、
健
康
福
祉
部

に
も
間
に
入
っ
て
も
ら
い
協

議
と
し
て
は
進
み
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
綿
密
な
連
携
の
下
に

関
係
者
総
力
を
挙
げ
て
努
力

し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
お
け
る
懸

垂
幕
・
横
断
幕
の
基
準
は

 

宮
﨑  

市
民
の
誇
り
と
し
て
、

地
元
出
身
で
活
躍
す
る
方
々

を
支
え
て
い
く
と
い
う
意
味

も
込
め
て
規
定
等
定
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

研
究
は
し
て
み
た
い

が
、
可
能
な
の
か
ど
う
か
も

含
め
て
、
関
係
者
と
も
情
報

共
有
を
図
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

嬉
野
中
学
校
か
ら
三
本
桜

交
差
点
ま
で
の
県
道
防
犯

灯
に
つ
い
て

宮﨑�良平�議員

答水資源保全条例案について
は審議を行っている

水資源、源泉保護に向けた
現在の動向は

答３月に計画案の公告を
予定している

 

山
口  

地
域
計
画
策
定
事
業

の
進
捗
は
。

 

農
業
政
策
課
長  

２
回
目
の

座
談
会
が
終
わ
り
、
令
和
７

年
早
々
に
３
回
目
を
開
催
し
、

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
後
、

３
月
に
計
画
案
の
公
告
を
予

定
し
て
い
る
。

 

山
口  

地
域
計
画
に
該
当
し

な
い
空
白
地
域
は
、
今
後
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

農
業
政
策
課
長  

今
後
も
農

用
地
と
し
て
確
保
す
る
と
と

も
に
、
農
村
環
境
を
損
な
う

荒
廃
農
地
と
周
辺
農
地
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
有
効

活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

山
口  

耕
作
放
棄
地
へ
の
対

策
は
。

 
農
業
委
員
会
事
務
局
長  

現

地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
回
っ
て
い

る
が
、
年
々
耕
作
放
棄
地
は

広
が
る
一
方
で
あ
る
。
課
題

を
農
業
委
員
、
推
進
委
員
と

と
も
に
農
家
と
協
議
し
て
い

く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

 

山
口  

市
長
が
推
進
す
る
施

設
経
営
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
進
捗
は
。

 

市
長  

好
循
環
の
担
い
手
育

成
の
確
保
が
で
き
つ
つ
あ
る

と
確
実
に
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。

 

山
口  

お
茶
へ
の
農
業
ス

ク
ー
ル
は
今
後
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

 

市
長  

個
別
に
い
ろ
い
ろ
と

相
談
に
乗
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
可
能
か
と
思
う
が
、

施
設
園
芸
の
よ
う
な
ス
ク
ー

ル
形
式
は
非
常
に
難
し
い
。

 

山
口  

市
と
し
て
有
機
栽
培

で
、
小
規
模
な
ハ
ウ
ス
の

リ
ー
ス
等
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

 

市
長  

野
菜
の
よ
う
に
単
年

程
度
で
勝
負
す
る
も
の
に
関

し
て
ハ
ウ
ス
は
有
効
だ
。
西

洋
野
菜
に
お
い
て
も
、
県
の

補
助
や
中
間
管
理
機
構
を
間

に
挟
み
、
遊
休
ハ
ウ
ス
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
相
談
に
も
応

じ
た
い
。

茶
業
対
策
に
つ
い
て

 

山
口  

茶
の
販
路
拡
大
の
た

め
の
活
性
化
委
員
会
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

 

茶
業
振
興
課
長  

Ｐ
Ｒ
及
び

販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
み

と
し
て
、
大
都
市
を
は
じ
め
、

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
出
展
を

行
っ
た
。

 

山
口  

嬉
野
に
お
茶
あ
り
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
市
内
へ
の

Ｐ
Ｒ
は
あ
る
か
。

 

市
長  

茶
品
評
会
に
お
け
る

好
成
績
と
い
う
の
も
一
つ
の

て
こ
に
な
る
。
地
道
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

▲ 食糧を守る水田に未来を考える

地域計画策定事業の
進捗は

▲ 守っていきたい水資源
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う れ し の 市議会だより

動く!! 委 員 会
委員会レポート

調
査
理
由

審
議
が
深
ま
る
委
員
会
の
在
り
方

の
一
例
を
学
ぶ
た
め
、
鹿
島
市
議
会

の
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の

状
況
を
視
察
し
た
。

ま
た
、
通
年
議
会
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
す
る
た
め
大
阪

府
の
四
條
畷
市
議
会
及
び
大
東
市
議

会
を
視
察
し
た
。

委
員
会
の
意
見

新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の

メ
リ
ッ
ト
は
、「
議
案
一
体
の
原
則
」

が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
予
算
の
全
体
感

に
立
っ
て
議
論
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

通
年
議
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
議
会
側
か

ら
の
呼
び
か
け
で
臨
時
的
な
議
会
開

催
が
可
能
と
な
り
議
会
対
応
の
迅
速

化
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
会
期
を
限
定

せ
ず
１
年
を
通
し
委
員
会
活
動
を
行

え
る
た
め
、
付
託
な
し
で
継
続
的
な
政

策
の
調
査
が
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
自
然
災
害
等
の
緊
急
時
に
行
政
が

迅
速
な
対
応
が
で
き
な
い
事
態
も
考

え
ら
れ
、
市
民
の
利
益
を
損
な
う
恐
れ

も
あ
る
。
各
自
治
体
に
合
わ
せ
た
制
度

設
計
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
議
会
基
本
条
例
で
定
め
た
議

会
改
革
を
地
道
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
市
民
に
と
っ
て
の
最
大
の
利
益
と

考
え
る
。

幼
保
小
連
携
の
現
状
及
び
諸
問
題

に
つ
い
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

調
査
理
由

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
で
は
活
動
の
場
も
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
移
行
期
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

と
考
え
、
子
育
て
未
来
課
と
教
育
委

員
会
へ
聴
取
し
、
嬉
野
市
の
現
状
及

び
諸
問
題
を
調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

嬉
野
市
で
は
早
く
か
ら
早
期
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
年

中
児
か
ら
配
慮
が
必
要
な
可
能
性
の

あ
る
児
童
の
保
護
者
等
に
対
し
て
は
、

指
導
や
助
言
、
支
援
を
行
う
事
業
を

展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
育

て
期
に
お
け
る
相
談
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
、
特
に
乳
幼
児
期
の
育
ち
が

生
涯
の
学
び
に
つ
な
が
る
重
要
な
時

で
あ
り
、
よ
い
学
び
の
場
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
必
要
に
よ
っ
て
は
年

中
児
以
前
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
幼
保
小
連
携
に
対
し
て
の

取
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
た

め
に
は
、
機
構
改
革
を
含
め
、
同
じ

環
境
で
早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
も
と
よ
り
、
子
育
て
未
来
課

の
保
育
所
、
幼
稚
園
担
当
者
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
当
者
等
が
連
携
・

協
働
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
い
、

早
期
か
ら
就
学
に
向
け
た
支
援
体
制

の
整
備
が
急
務
と
考
え
る
。

▲ 通年議会の調査をする委員

予
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び
通
年

議
会
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
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提
言
理
由

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
伴
い
、

子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
に
む
け
た
施

策
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
だ
れ
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
子
ど
も
の
支
援
を

実
践
す
る
た
め
。

提　
　
言

1 

就
学
前
は
、
特
に
乳
幼
児
期
の

育
ち
が
生
涯
の
学
び
に
つ
な
が

る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
に
、
よ
り
良
い
学
び
の
場
を
提
供

す
る
た
め
に
、
年
中
児
以
前
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え
る
。
現

状
で
は
市
長
部
局
と
教
育
部
局
と
い

う
縦
割
り
行
政
の
仕
組
み
に
よ
り
相

談
窓
口
が
多
い
た
め
、
今
後
は
一
括

し
た
相
談
窓
口
の
設
置
を
求
め
る
。

2 
幼
保
小
連
携
に
対
し
て
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め

に
は
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
学
び
の

連
続
性
が
重
要
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
内
に
子
ど
も
に
関
わ
る
す
べ
て
の

関
係
者
が
立
場
を
超
え
て
連
携
・
協

働
で
き
る
環
境
と
支
援
体
制
の
整
備

を
求
め
る
。

閉会中の委員会審査（調査）付託案件 令和６年第４回定例会

付託事件名 付託委員会名 付託期間

ふるさと納税等について 総務企画常任委員会 次期定例会まで

有機農業について 産業建設常任委員会 次期定例会まで

各期の議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び
議長の諮問に関する事項 議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで

議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

市庁舎のあり方に関する調査研究 市庁舎検討特別委員会 調査終了まで

議会ICT化の推進に係る調査研究 議会ICT化の推進に係る特別委員会 調査終了まで

令
和
７
年

第
１
回
定
例
会（
３
月
）

会
期
日
程（
案
）

開
会�

２
月
28
日

常
任
委
員
会

�

３
月
３
日
、４
日
、５
日

議
案
質
疑

�

３
月
10
日
、11
日
、12
日

一
般
質
問

�

３
月
13
日
、17
日
、18
日

討
論・採
決
、閉
会

�

３
月
21
日

議
会
か
ら
の
提
言

嬉
野
市
議
会
で
は
、
嬉
野
市
議
会
基
本
条
例
第
13
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
教

福
祉
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
提
言
事
項
を
議
会
か
ら
の
提
出
と
す
る
こ
と

を
決
定
し
、「
幼
保
小
連
携
に
係
る
政
策
提
言
書
」
を
辻
浩
一
議
長
か
ら
村
上
大

祐
市
長
へ
提
出
し
た
。

「
幼
保
小
連
携
に
係
る
政
策
提
言
書
」

提言書はこちら▶
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議会広報編集
特別委員会

委
員
長　
　
　
宮
﨑
良
平

副
委
員
長　
　
水
山
洋
輔

委　
員　
　
　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
　
増
田
朝
子

　
〃　
　
　
　
山
口
卓
也

　
〃　
　
　
　
古
川
英
子

コラムコラム

　

成
田
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で

約
１
時
間
、
我
孫
子
市
の
有

機
農
法
を
教
え
る
農
業
塾
を

訪
ね
た
。
80
歳
過
ぎ
の
塾
長

は
、
だ
だ
っ
広
い
関
東
平
野

の
空
っ
風
が
吹
く
農
場
で
有

機
無
農
薬
野
菜
作
り
を
教
え

て
く
れ
た「
肥
料
は
？
」「
大

麦
若
葉
と
米
糠
だ
け
」青
々
と
茂
る

大
麦
畑
を
指
さ
し
て
答
え
た
▼
農
業

の
知
識
と
経
験
の
あ
る
塾
生
が
安
全

な
食
物
を
作
っ
て
い
け
ば
、
日
本
の

食
料
は
自
給
で
き
る
と
、
塾
長
の
志

は
老
い
て
も
気
概
は
高
い
▼
国
道
４

号
を
北
上
し
、
標
高
８
０
０
ｍ
の
大

内
宿
に
着
く
。「
ネ
ギ
そ
ば
」で
有
名

な
伝
健
地
区
で
あ
る
。
そ
ば
打
ち
は
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
仕
事
。
観
光
客

３
０
０
万
人
の
食
を
ほ
ぼ
賄
う
▼
さ

ら
に
北
上
し
、
磐
梯
山
の
麓
の
猪
苗

代
湖
畔
の
老
舗
、
老
主
人
の
打
つ
そ

ば
は
、
細
く
て
、
絶
妙
な
三
た
て
で

あ
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
名
人
芸
で

あ
る
▼
食
も
職
も
同
じ
。
年
季
を
入

れ
た
腕
前
と
知
識
か
ら〝
う
な
る
味
〟

が
出
る
。

　
そ
ん
な
仕
事
を
し
た
い
な
ぁ
。

 

（
典
子
）

全国道場全国道場
少年剣道大会で日本一に少年剣道大会で日本一に

　

令
和
６
年
10
月
20
日
に
横
浜
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
」

小
学
生
女
子
個
人
の
部
で
、
見
事
日
本

一
の
称
号
を
手
に
し
た
、
嬉
野
小
６
年

の
江
口
真
央
さ
ん
の
素
顔
に
迫
っ
て
み

ま
し
た
。

Ｑ  

優
勝
し
日
本
一
に
な
っ
た
時
の
率
直

な
気
持
ち
は
？

真 

央
さ
ん　
努
力
し
て
良
か
っ
た
な
と
。

毎
日
の
稽
古
と
朝
夜
の
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。

Ｑ  

全
国
大
会
は
緊
張
し
た
？

真 

央
さ
ん　

一
回
戦
だ
け
緊
張
し
た
け

ど
、
そ
の
あ
と
は
ま
っ
た
く
緊
張
し

な
か
っ
た
で
す
（
笑
）

真 

央
さ
ん
父　

準
決
勝
は
30
分
に
及
ぶ

延
長
戦
を
制
し
た
が
、
大
人
で
も
心

が
折
れ
そ
う
に
な
る
。
よ
く
折
れ
ず

に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

真 

央
さ
ん　

日
本
一
に
な
り
た
い
気
持

ち
が
強
か
っ
た
の
で
頑
張
れ
ま
し
た
。

Ｑ  

自
分
の
強
み
は
？

真 

央
さ
ん　

面
が
得
意
で
す
！
そ
れ
と

負
け
た
く
な
い
気
持
ち
で
す
。

真 

央
さ
ん
父　
面
だ
け
は
抜
群
で
す（
笑
）

　

 

相
手
に
バ
レ
て
い
て
も
駆
け
引
き
が

う
ま
い
の
か
、
80
％
は
面
で
一
本
取

る
ん
で
す
。

Ｑ  

小
手
や
胴
は
？

真
央
さ
ん　
う
ー
ん
…
（
笑
）

Ｑ  

質
問
変
え
ま
す
（
笑
）

　

 

学
校
で
好
き
な
教
科
は
？

真 

央
さ
ん　

図
工
と
体
育
。
絵
を
描
く

の
が
好
き
で
す
。

Ｑ  
友
達
と
は
ど
ん
な
遊
び
を
？

真 
央
さ
ん　

お
喋
り
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

し
た
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
盛
り
上
が
っ

た
り
し
て
ま
す
。

Ｑ  

何
を
し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
？

真
央
さ
ん　
剣
道
の
稽
古
で
す
！

Ｑ  

本
当
に
？
（
笑
）

真
央
さ
ん　
本
当
で
す
！
（
笑
）

　

 

始
め
た
こ
ろ
は
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、

努
力
し
て
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ど

ん
ど
ん
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ  

今
後
の
目
標
は
？

真 

央
さ
ん　

強
豪
校
に
進
学
し
、
も
っ

と
強
く
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
大
会
で

優
勝
し
た
い
。

Ｑ  

将
来
の
夢
は
？

真 

央
さ
ん　

お
父
さ
ん
み
た
い
な
美
容

師
に
な
り
た
い
。

　
（
※
お
父
さ
ん
隣
で
ウ
ル
ウ
ル
）
涙

Ｑ  

で
は
美
容
師
し
な
が
ら
日
本
一
の
剣

士
で
す
ね
？

真
央
さ
ん　
は
い
！

Ｑ  

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

真 

央
さ
ん　

嬉
野
市
で
も
も
っ
と
剣
道

を
す
る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
！

ラ
イ
バ
ル
が
増
え
る
こ
と
で
自
分
も

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
で
す
。

取
材
を
終
え
て

堂
々
と
し
な
が
ら
も
可
愛
い
笑
顔
で
、

は
き
は
き
と
答
え
る
姿
と
、
剣
道
に
対

す
る
想
い
を
話
す
と
き
の
真
っ
す
ぐ
で

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
は
小
学
生
と
い
え
ど

も
、
さ
す
が
日
本
一
の
剣
士
。

た
だ
た
だ
強
く
な
り
た
い
と
ひ
た
む

き
に
努
力
す
る
姿
に
は
、
感
動
と
と
も

に
私
た
ち
に
力
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
真
央
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に

大
い
に
期
待
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
。

トピックス

ときを
読む

★この印刷物は、一部あたり38円でできています。

嬉野小６年生
江口 真央さん

▲ 剣豪３兄弟
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